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【はじめに】現在、緑色 LEDの発光効率は他色に比べ低い状況である。これを改善するために有

望な 1つの方法として、表面プラズモン（SP）が利用されている。SP 共鳴波長はプラズモン材料

により変化し、一般的に Au、Ag、Alが利用されている。また、LED の発光波長と SP 共鳴波長を

同調させることにより SP 効果が最大になるが、単体の金属で任意の発光波長に同調させること

はできない。本研究では、プラズモン材料として、Au、Agの二重構造の膜厚比を変化させて成膜

し、それを粒子にしたときの SP 共鳴波長と PL強度の調査を行った。 

【実験方法・結果】本研究では、u-GaN 上に二重構造になるように Au、Ag の順に膜厚比を変化

させ、計 4nm になるよう EB 蒸着によって成膜した。次にアニールすることで二重金属のナノ粒

子を作製した。これにより、SP 共鳴波長の制御ができることを確認した。次に発光波長が 530nm

の緑色 LED 上に同様にナノ粒子を作製し、PL 測定を行った。LED の発光波長に SP 共鳴波長を

一致させたサンプルの PL強度が最も高いことを確認した。 
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